
一

条

院

の

結

構

紫

式

部

日

記

覚

書

・
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o
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〇
目
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①
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「
条

天

皇

は
、

寛

和

二
年

(
九

八

六

)
七

歳

で

位

に

つ
き
、

寛

弘

八
年

(

一
〇

一

一
)
に

亡

く

な

っ
た
が

、

そ

の

間

に

内

裏

が

三
度

も

焼

け

て

い

る
。

　

最
初

は
、

長

保

元
年

(
九

九

九

)
六
月

十

四

日

で

あ

る
。

十

六

日

天

皇

は

一
条

院

に
移

っ
た
。

そ

し

て
長

保

二
年

十

月
十

一
日

に

新

造

の
内

裏

へ
帰

っ

た
。

　

二
度

目

は

長

保

三

年

(

一
〇

〇

一
)
十

一
月

十

八

日

で

、

二
十

二

日

に
天

皇

は

ま

た

一
条

院

へ
移

り

、

長

保

五

年

(

「
O

O

三

)
十

月

八

日

に
新

造

の

内

裏

へ
帰

っ
た
。

　

三

度

目

は
寛

弘

二
年

(

一
〇

〇

五

)
十

一
月

十

五

日

で

、

十

一
月

二

十

七

日

に

天

皇

は
東

三

条

院

へ
移

っ
た

が

、

寛
弘

三

年

(

一
〇

〇

六

)
三

月

四

日

一
条

院

へ

移

り

、

そ

の
後

、

新

造

の
内

裏

へ
は
帰

ら

な

か

っ
た
。

　

と

こ

ろ
が

、

寛
弘

六
年

(

一
〇

〇

九

)
十

月

五

日

に

一
条

院

が

焼

け
、

天
皇

は

十

九

日

に
枇

杷

殿

に
移

り

、

そ

の
翌

年
、

寛

弘

七

年

十

一
月

二

十

八

日
、

新

造

の

一
条

院

に

移

り
、

翌

年

六

月
、
　
一
条

院

で

亡

く

な

っ
た
。

　

従

っ
て
、

「
紫

式

部

日

記

」
に
描

か

れ

た

寛

弘

五

年

か
ら

六
年

に
か

け

て

の

内

裏

は

一
条

院

で

あ
り

、

寛

弘

七
年

正

月

の
記

事

の
内

裏

は

枇

杷

殿

と

い
う

こ
と

に

な

る
。

　

一
条

天

皇

の
晩
年

十

年

の

殆
ん

ど

を

過

し

た

一
条

院

、

「
紫

式
部

日
記

一
の

記

廓

と

関

係

あ

る

一
条

院

と

は

ど
う

い
う

所

だ

っ
た

の

で
あ

ろ
う

か

。
　

一
条

院

の

位

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

注
置

置

と

伝

顎

関

係

に

つ
い

て

は
、
杉

崎

重

遠

氏

が

考

証

さ

れ

て

い
る

の

で

、

そ

れ
を

要

約

し

て

お

こ
う
。

　

一
条

院

の

位
置

に

つ

い

て

は
、

　

ω

一
条

院

　

一
条

大

宮

(
簾
中

抄

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

注
2

　

②

一
条

院

(
殿

イ

)

〔

一
条
南

大
宮

索

(
イ
ニ

町

謙

徳

公

家

)
又
為

光

公

家

〕

　

　

(
二
中

暦

)

　

㈲

一
条

院

〔

一
条

南

大

宮

東

二

町
、

謙

徳

公
家

、

又

為

法

住

寺

大

臣

為

光

公

家

〕

　

　

(
拾

芥

抄

)

右

の
三

つ
の

資
料

が

あ

る
。

ω

は

簡

単

で
不

明
確

。

②

で

は
、

一
条

大

路

の
南

、

大

宮

大

路

の
東

と

い
う

こ
と

で

一
応

一
町

が

考

え
ら

れ

る

が

、

②

の

異

本

と
、

㈲

に
よ

れ
ば

、

大

宮

大

路

の
東

で
、
　

一
条

大

路

の

哨

へ
二

町

上

も
、

ま

た
、
　

一
条
大

路

の

南

で
、

大

宮

大

路

の
東

へ
二

町
と

も
と

れ

る
。

　

一
方

「
拾

芥

抄

」
付

載

の
左

京

図

、

お

よ

び
九

条

家

本

「
延

喜

式

」
付

載

の
左

京
図

に

よ

れ
ば
、

一13一
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ω
大
宮
大
路
の
東
で
、

一
条
大
路
の
南

一
町
と
、
四
丈
の
正
親
町
小
路
を
越
え

　
　
そ
の
南
の
織
部
司

の
地
域
の
北
半
分

の
;
十
丈
を
含
む
地
域
-

東
西
四
十

　

　

丈

、

南

北

六
十

四

丈
。

と

な

る
。

し

か

し
、

正
親

町
小

路

の

南
、

大

宮

大

路

の
東

の

地

は
織

部

司

の

地

で

官

地

で

あ

り
、

ω

の
図

は

考

え

ら

れ
な

い
。

ま

た
、

猪

熊

小

路

の
東

、

一
条

大

路

の
南

一
町

は
、
　
一
条

院

別

納

庁

(
日

本

紀

略

-

寛

弘

七

・
十

二

.
二

)
、

東

院

(
御

堂
関

白

記

一

同

上

)
、

一
条

院

東

町

(
権

記

-

同

上

)
、　

一
条
院

別

納

(
権

記

-

寛

弘

七

.
十

二

・
十

四

)
な

ど

と

呼

ば

れ
、
　

一
条

院

に
附

属

し

た

も

の

で

あ

る

が
、
　

一
条

院

と

は
別

扱

い

に
な

っ

て

い
る

。

②

の
異

本

や
㈲

は

こ

の
別

納

を

と

り

こ
ん

で

二

町
と

い

っ
た
も

の
か

と

思

わ

れ

る
。

従

っ
て
、

本

来

、

一
条

院

は
、

大

宮

大

路

の
東

、
　

一
条

大

路

の
南

一
町

で

あ

っ
た

と

考

え
ら

れ
る

。
・

　

一
条
院

は
、

も
と

師

輔

の

長

男

、

一
条

摂

政

伊

サ

の

邸

宅

で

一
条

殿

と

い

っ

た
。

　

㈲

…

…

つ
ぎ

つ
ぎ

の

女
君

二

人

は
、

法

住

寺

の
大

臣

の
北

方

に

て
、

う

ち

つ
づ

　

　

き
う

せ

さ

せ
給

に
き

…

…

(
大

鏡

)
1

日

本

古

典

文
学

大

系

本

1

(
三

四

頁

)

と

い
う

よ
う

に
、

伊

ヂ

の
女

二
人

が
、

次

々

に
為

光

の
妻

と

な

り

、

そ

の

関

係

で

伊

ア

亡

き

後
、

為

光

が

伝

領

し

た
。

　
㈲

女

君

達

今

三
所

ひ

と

つ
御

腹

に
お

は

す

る

を

、
三

の
御

方

を

ば

寝

殿

の

御

方

　

　

と

聞

え

て
、

又
な

う

か

し

づ

き
聞

え

給

ふ
。

四

.
五

の
御

方

々
も

お

は
す

れ

　

　

ど

、

故

女

御

と

寝

殿

の
御

方

と

を

の

み
ぞ

、

い

み

じ

き

も

の

に

思

ひ

聞

え

給

　

　

ひ

け

る
。

(
中

略

)

「
条

殿

い
み

じ

う

な

べ

て

の
所

の
様

な
ら

ず

、

い
か

め

　

　

し
う

猛

に
思

し
掟

て

た

り

つ
れ
ば

、　

一
所

う

せ

さ

せ

給

ひ

ぬ

れ

ば

、

い
Z

お

　

　

は

し

ま

し

に
く

げ

に
荒

れ

も

て

い
く

も

心

苦

し

う

、

こ

の
寝

殿

の

上

の
御

処

　

　

分

に
て

ぞ

あ

り

け

る
。
.よ

う
つ

の
物

た

だ

こ

の
御

領

に
と

そ

、

思

し

掟

て

さ

　
　
せ
給
ひ
け
る
。

(
栄
花
物
語
-

日
本
古
典
全
書
本
一

見
は
て
ぬ
夢
一

　

　

二

六

六
～

二
六

七

頁

)

㊦

こ
よ

り

、

伊

サ

の
女

所
生

の
三

の
御

方

に

当

る

寝
殿

の
上

が
、

正

暦

三

年

六

月
、

(

`

為

光

が

亡

く

な

っ
た
後

、

伝

領

し

た

こ
と

が

わ

か

る
。

　

り
此

夜

(
東

三

条
院

が

)
遷

御

一
条

院

、

〔
依

家

主

姫

君

沽
却

公

行

朝

臣

所

買

　

　

　
　
進
也
、
直
八
千
石
云
々
〕
月
来
御
坐
左
大
臣

一
条
第
。

(
権
記
-

長
徳
四

　

　
十

・
廿

九

)

　
公

行

が

寝

殿

の
上

か

ら

一
条

殿

を

買

い
、

そ

れ
を

東

三
条

院

に
献
上
す
る

こ
と

に

な

っ
た
。

杉

崎

氏

は
、

こ

の
公

行

は
佐

伯

公

行

の

こ
と
だ

ろ

う
と

し
、

そ

の
推

定

根

拠

を

明

ら

か

に

せ

ず

後

考

を

挨

つ
と

さ

れ

た
。

次

に
そ

の
推

定

が

確

か

な

も

の

と
思

わ

れ

る

資

料

を

あ
げ

て

お

こ
う

。

　
㈲

従

四

位
下

佐

伯

朝

臣

公
行

為

播

磨

介

、.
・〔
先

任

信

濃
居

三

ケ

年

、

任

中

働

公

　

　

文

、

亦

有

治

聞

之

中

、

自

院

度

々
有

所

被

申

云

々

〕

(
権

記

1

長

徳

四

、

八
、

　

　

廿

七

)

右

の
文
中

の
院

と

は
東

三

条

院

と

考

え

る

の
が

妥

当

で

あ

ろ

う

。

ω

に

い
う

よ

う

に
、

東

三

条

院

が

一
条

院

へ
移

っ
た

二

か

月

程

前

に
、
佐
伯
公
行

は
、
東

三

条

院

か

ら

の
度

々

の
申

し
出

に

よ

っ
て

播

磨

守
と

な

っ
た

こ
と

が
㈲

に

よ

っ

て
明

ら

か

で

あ

る

。

(
㈲

の
文

中

で

は
播

磨

介

と

あ

る

が

、

従

四
位

下

と

い
う

官

位

か
ら

も

、

ま

た
後

に

あ

げ

る

「
日

本

紀

略

」
や

「
元

亨

釈

書

」
の
記

事

か
ら

も
、

播

磨

守

だ

っ
た
と

思

わ

れ
る

)
。

公

行

は
、

一
条

殿

を

東

三

条

院

へ
献

上

と

い
う

奉

仕

に

よ

っ
て
、

任
国

に

つ
い

て
、

東

三
条

院

の

力

添

え

を
願

っ
て

い
た

も

の
と

考

え

ら

れ

る
。

　

公
行

の
前

歴

に

つ
い

て

は
、

「
外

記

補

任

」

(
大

日

本

史

料

)
に
、

　

㈲

佐

伯

公

行
、

天

延

二
年

正

月

珊

口

任

権

少

外

記

、

五

月

廿

八

日

任

少

外

記
、

　

　

元

蔵

人

所

出

納

、

貞

元

々
年

正

月

廿

八

日

任

大

外

記

、

二

年

正

月

七

日

叙

外

　

　

従

五

位

下

、

同

月

日
依

愁

入

内

、

廿

八

日

能

登

権

介

、

永

延

元

年

任

遠

江

守

、

ま

た
、

「
伊

呂

波

字

類

抄

」
に
、

　

㎝

清

閑

寺

〔
伊

豫

守

正

四

位

下

佐

伯

朝

臣

公

行

往

年

上

奏

奉

為

鎮

護

国

家

下

所

　

　

以

利

益

衆
生

、

王

城

東

清

水

南

結

構

一
院

勧

修

法

花

三

昧

号

清

閑

寺

、

去

長

　

　

徳

二
年

寄

進

於

御

願

寺

云

々

〕

と

あ

る
。

永

延

元

年
遠

江

守

を

は

じ

め

と

し

て

信

濃

守

等

を

能

吏

と

し

て
歴

任

し
、

そ

の
間

、

清

閑
寺

を

建

立

し

て
御

願

寺

と

し

て
寄

進

し

た

り
、

一
条

殿

を

買

っ
て

東

三
条

院

に
寄

進

し

た

り

し

て
、

栄

進

の
道

を

築

い

て

き

た
よ

う

で

あ

る

。

そ

し

て
、

後

に

は
正

四

位

下

に

な

り
、

伊

豫

守

に
も

な

っ
た
。

「

元
亨

訳

書

」
巻

十

一

の

「
修

学
院

勝

算

」
の

記

事

の
中

に
、
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㎝
播
州
刺
史
佐
公
行
。
微
時
贋

激
。
　
一
日
語
口
。
我
得
L
牧
混
夷
。
根
無
油

　
　

也
。
算
日
。
待
之
。
不
貼呪
耳
。
添
畿
碍
播
。
依
屈

佐
氏
躍
移
学
院
聰
焉
。

　

公
行

に
と

っ
て
播
磨
守
は
望
む
所
だ

っ
た
し
、
そ
の
た
め
、
多
額
の
費
用
を
出

し
て

一
条
殿
を
購
入
し
、
東
三
条
院

へ
寄

進
し
、
そ
の
功
を
奏
し
、

「
権
記

」
や

「
元
亨
訳
書

」
に
書
き
と
め
ら
れ
る
こ
と

に
も
な

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

な
お
、
公
行
が
播
磨
守
と
な
っ
た
長
徳
四
年
の
七
月
の
「
日
本
紀
略
」
の
記
箏

に

　

肋
今
月
。
天
下
衆
庶
煩
施
療
一
世
湯
セ

稲
臼
瘡
叩

又
県
勢
疱
瘡
『
天
下
佃
現

批

　
　
病
隠
道

但
前
信
渡
守
佐
伯
公
行
添

患
枇
病
『

と

記

し

、

更

に
、

同
年

十

二
月

の
記

事

に

も

、

　

働

今

年

、

天
下

自

夏

至

冬

。

疫
瘡

逼

発
。

六

七

月

間

。

京

都

男

女

死
者

甚

多

。

　

　

　

　

　

　

　

　
レ
　
　
　
レ

　
　
下
人
不
純
。
四
位
以
下
妻
最
甚
。
調
セ
赤
斑
癒
㌔

碧

左
上
一至
仔
庶
人
一。
上
,

　

　

下

老

少

無
挽

批

瘡

「

只

前

信

渡
守

佐

伯

公

行

謬

患
。

と

書

い

て

い
る

。

公

行

に
焦

点

を

し

ぼ

っ
た

特

殊

な

こ

の

記

事

が
、

播

磨

守

任

官

と

同
年

の
も

の

で

あ

る

こ

と

と

思

い
合

わ

せ

る

と

、

時

の

人

は
、

公

行

の

日

頃

の
寄

進

に
よ

る

功

徳

に

よ

り

、

彼

に
超

人

的

な

力

が
附

与

さ

れ

て

い
る

と

考

え

た

の

か

も

し

れ

な

い
。

　

さ

て
、

公

行

か

ら

東

三

条

院

へ
寄

進

さ

れ

た

一
条

院

は
、

一
条

天

皇

の

後
院

と

し

て
献

上

し

ょ

う

と

考

え
整

備

さ

れ

た
。

　

qの

か
く

て

一
条

の
太

政

大

臣

の

家

を

ば

女

院

領

ぜ
さ

せ
給

ひ

て
、

い
み

じ
う

造

　

　

ら

せ
給

ひ

て
、

帝

の
後

院

に
思

し

召

す

な

る

べ
し

。

(
栄

花

物

識
T

l

見

は

　

　

て

ぬ
夢

i

二
七

二
～

二

七

三

頁

)

　

と

こ

ろ

が
、
　

一
条

天
皇

の
後

院

と

な

る

前

に
、

前

述

の

よ

う

に
、

一
条

天

皇

の

里

内

裏

と

し

て

長

い
間

使

用

さ

れ

る

こ
と

に

な

っ
た
。

「
紫

式
部

日

記

」
に
描

か

れ

た
寛

弘

五

年

九
月

か

ら

寛

弘

六

年

正
月

三

日
ま

で

の
内

裏

は
、

こ

の

一
条

院

で

あ

る

。

そ

こ

で
、

寛

弘

六

年

十

月

五

日

の

一
条

院

焼
亡

以

前

の

一
条

院

の
結

構

を
、

以

下

に
推

定

し

て

み

よ

う

と

思

う

。

資
料

は
、

「
権

記

」

「
小

右

記

」

「
御

堂

関

白

記

」

の
記

廓

で

あ

る
。

同

じ
資

料

を
用

い

て
、

一
条

院

の
結

構

を

萩

谷

朴

氏

が

既

に
推

定

さ

れ

て

い
る

が
、

資

料

の
読

み

方

に

お

い
て

、

萩

谷
氏

と

は
異

る

点

も

あ

る

の

で
、

改

め

て
検

討

し

て

み

よ
う

と

思

う

。

所
詮

、

「
紫

式

部

日

記

」
の

「

条

院

に

関
係

あ

る

場

面

の

理
解

を

わ

ず

か

で

も

具

体

化

し

た

い
た

め

で

あ

る

。

(
以
下

「
権

記

」
は

9
、

「
小

右

記

」
は

S
、

「
御

堂

関

白

記

」
は

m
の
符

号

を

用

い
る

)
。

　

長

保

元
年

六
月

十

四

日

に
内

裏

が

焼

亡

し
、

十

六

日

一
条

院

へ
天

皇

は
移

っ
た

が

、

そ

れ

か

ら
間

も

な

い
七

月

十

三

日

の

「
権

記

」
の
記

事

に
次

の
如

く

あ

る
。

　

㈲
大

宮

大

夫
申

障
、

藤

納

言

参

入

奉

仰

之

後
、

奏

仁

王

会

日
時

□

、

〔
廿

二

日

、

　

　

廿

四

日
、

〕
又

堀

川

院

飾

殿

分

事

文

、

又
被

奏

云

、

会

料

米

土

左

国

米

五

十

　

　
石

、

先

日
難

召

、

申

不

堪
由

、

重

令

催

仰

之

処
、

国

司

申

云
、

依

召

進

上

半

　

　

百

八
十

石

内

、

有

召

者

可

進

之

由

者

、

又
美

濃

所

召

五
十

石

之

内

、

珊

石
許

　

　
者

、

以

明

年

々
料

内

可

進

者

、

働

令

仰

寮

、

々
申

、

熟

食

之

国

不

充

他

用
、

　

　

不

下

文
者

、

随

仰

百

行

、

仰

云
、

可

用

廿

二

日
、

紫

宸

殿

分

用

南

殿

、

仁
寿

　

　

殿
分
用
面
西
畑

、
綾

綺

殿

分

用

東

畑
、

清

涼

殿

分

用

御

中
殿

、

承

明

門

分

用

西

　

　

中

門

、

建

礼

門

分

可

用

西

門

井

織

部

司

南

門

等

間

。

米

事

左

右

相

討

可

行

、

　

　

又
下

内

蔵
寮

申

請

内

匠

寮

事

、

御

灯

鑓

料

米

十

三

石

余

文

、

即

下

守

永

、

仁

王

会

の

料

を
、

紫

宸

殿

の
分

は
南

殿

に
、

仁
寿

殿

の
分

は

西

の

対

に
、

綾

綺

殿

の
分

は
東

の

対

に

、

清

涼

殿

の
分

は
中

殿

に
等

と

、

傍

線

部

分

の

よ

う

に
用

い
る

こ
と

が
指

示

さ

れ

て

い
る

。

こ
の
・配

分

法

が
、
　
一
条

院

で

の

建

物

の
使

用

法

が
、

本

来

の
内

裏

の

建

物

に
そ

れ
ぞ

れ
擬

せ

ら

れ

て

い
た

と

は

い

え

な

い

か

も

し

れ

な

い

が
、

南

殿

が

紫

宸

殿

に
、

中

殿

が

清

涼

殿

に

擬

し

て
使

用

さ

れ

た

こ
と

は
、

次

の
記

事

に
よ

っ

て
確

か

め

ら

れ

る

。

　

個

嘉

了

有

申

文

、

史

延

政

、

予

見

注

紫

宸

殿

清

涼

殿

、

此

院

無

此

段

号

、

傍

令

　

　

改

書

南

殿

中

殿
、

事

了

出

御

弓

場

殿

、

(

g
一

長

保

元
、

十

、

廿

一

)

一
、

南

殿

　

㎝
参

内

、

〔

一
条

院

〕
南

殿

装

束

准

紫

宸

殿

供

奉

、

但

間

数

減

二

間

、

(

g
1

　

　

長

保

二
、

二
、

廿

五

)

　

「
大

内

裏

図

考

謹

」
に

よ

れ
ば

、

紫

宸

殿

の
母

屋

は
桁

行

九

間

(
柱
間

一
文

)
、

梁
間

は

二
間

(
柱
間

一
丈
五
尺

)
と

小

間

一
間

(
柱

間

五
尺

)
か

ら

な

る
。

母

屋

の

南

に
柱

間

二

丈

の
南

廟

、

北

に
も

柱

間

二
丈

の
北

廓

、

東

と

西

に
柱

間

一
丈

の
東

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

注
4

廟

と

西

廂

が

あ

り

、

東

三
条

院

の
復

原

図

に
見

る

よ
う

に
、

他

の
殿

舎

の

構

造

が

.

一15一
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母
屋

も
廟

も
柱

間

が

同

じ
で

あ
る

の
と

比

較

す

る

と
、

紫

宸

殿

の
構

造

は

特

殊

な

も

の

で
あ

っ
た

と

思

わ

れ
る
。

　

一
条

院

は
、

も
と

伊

ヂ

や

為

光

の
邸

宅

で

あ

っ
た

か

ら

、

紫

宸

殿

の

よ

う

に
特

別

の
建

て
方

が

さ

れ
て

い

た
と

は

思

え

な

い

の

で
、

㎝

に

い

う

よ

う

に
紫

宸

殿

よ

り

「
間

数

減

二

間

」
と

い
う

こ
と
は
、

母

屋

の
桁

行

が
紫

宸

殿

の
桁

行

九

間

よ

り

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

注
5

二
間

少

な
く

、

七
間

で

あ

っ

た
と

い
う

こ
と

で

あ

ろ

う

。

土

御

門

殿

の
寝

殿

の

母

屋

も

七

間

で

あ

り
、

そ

れ
と

同

じ
母

屋

の
大

き

さ
だ

っ

た

こ
と

に

な

る
。

本

年

発

掘

さ

れ

た
長

岡
京

時

代

の
貴

族

の

邸
宅

(
長

岡
京

市

立

第

十

小

学

校

建

設

予

定

地

)

や

、

京

都

府

立

山
城

高
校

の
敷

地

で
見

つ
か

っ
た
平

安

京

時

代

初

期

の
貴

族

の

邸

宅

も
、

柱

間

は

三

メ
ー

ト

ル

(
約

一
丈

)
と

報

告

さ

れ

て
お

り

、

紫

宸

殿

の
そ

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

注
6

と

ほ

ぼ
同

じ

で

あ

っ
た

と

考

え

ら

れ
る
。

　

瞼

午

剋

御

南

殿
、

其

装

束

、

帝

廟

中

央

間

立

大

床

子

為
御

座

、

(
中

略

')
南

廟

　

　

西

=

一三
△
旦
二
間
鋪

王

卿

座

〔
如

例

准

可

知

〕
、

西

又

庇

格

子

被

鋪

出

居

座

、

　

　

(

g
I

長

保

二
、

七

、

廿

七

)

　
㎝

大

臣

召

予

仰

云
、

給

相

撲

人

庭

井
食

等

、

即

仰
掃

部

官

人

、

二

人

執

長

筵

出

　

　

西

方

、

鋪
南

殿

北

廟

欄

下

、

〔
東

西

一
行

、

但
相

分

.〕
次

内

蔵

寮

官

人

二
人

　

　

取

信

濃
布

各

一
端
、

鋪

座

前

、

即
賜

食

物

、

(
g
l
長
保

二
、

八
、

十

二

)

　

記

録

の
上

で

は
、

南

廟

、

北

願

、

西

又
廂

が

み
ら

れ

る

。

西

又

廂

が

あ

る

以

上

、

西

廂

の
存

在

は

確
実

で

、

南

廟

、

北

廟

、

西

廂

、

更

に
西

又

廂

が

あ

る

以

上

、

東

廟

の

存

在

も

間

違

い

あ
る

ま

い
。

但

し
、

西

又

廂

と

対

照

的

に
東

又

廂

が

あ

っ

た
か

ど

う

か

は

不

明

で

あ

る

が
、
　

一
条

院

想

定

図

で

は
、

東

又
廂

の
存

在

を

想

定

し

て
み

た
。

　

②①
大

臣

召

中

納

言

平

朝

臣

、

(
中

略

)
平

朝

臣

称

唯
、

揖

而

離

列

、

斜

行

、

経

　

　

南

殿

西
南

渡

殿
、

昇

殿

、

(

g
一

長

保

二
、

二

、

廿

五

)

　
⑳
此
日
臨
時
相
撲
、

〔
依
天
暦
四
例

〕
、
其
儀
、
.垂
南
踊
御
簾
、

〔
干
時
御

一

　
.
条
院
中
殿
、
働
垂
南
踊
御
簾
也

〕
所

司
粗
慢
廃
除

〔
滝
口
候
所
通
垣
西
去
五

　
　
許
尺
、
自
北
南
行
立
饅
、
件
滝
口
候

所
為
左
相
撲
屋
、
更
西
折
、
自
南
殿
東

　
　
渡
殿
北
踊
東
第

一
柱
至
西
第

一
柱
、

件
廟
鰻
外
南
也
、
為
外
記
史
候
所
、
南

　
　
殿
西
北
晶

髄

南
二
間
又
轟

(
付
柱
)
、
為
右
相
撲
屋
、
其
第
二
間
者

　
　
為
殿
上
人
座
、
南
殿
北
廟
棚
下
東
西
第

一
間
、
各
鋪
兵
衛
円
座

一
枚
、
為
出

　

　

居

座

、〕
(

g
一

長

保

二

、

八
、

十

二

)

　

⑳
就
陣
座
、
武
衛
同
在
座
、
外
記
兼
輔
申
御
卜
候
由
、
即
就
南
庭
、
召
外
記
、

　
　
仰
可
令
進
御
卜
案
文
之
由
、
権
大
副
千
枝
朝
臣
奉
奏
案
文
、
退
局
之
後
、
神

　
　
官
四
人
昇
立
奏
案
於
南
廊
北
第

二
間

〔
准
内
裏
可
立
第
三
間

歎
〕
並
入
自
布

　
　
政
門
代
退
出
、
暫
外
記
兼
輔
率
神
祇
祐
有
光
進
案
下
、
令
取
奏
筥
転
取
立
小

　
　
庭
、
有
光
退
出
、
予
起
座
参
御
所
、
付
蔵
人
忠
経
朝
臣
令
奏
、
退
着
陣
座
、
外

　

　
記

経

小

庭

再

帰

、

而

自

馬
道

退

非

也

、

(

g
i

寛

弘

六

、

六

、

十

)

　

⑳

に
よ

り

、
南

殿

の
南

側

と

西

対

の
間

に
渡

殿

が
、

⑳

に

よ

り
、

南

殿

の
北

側

と

東

村

と

の
間

に
渡

殿

が

あ

っ
た

こ
と

が

わ

か

る
。

西

対

と

の
間

に
南

の
渡

殿

が

あ

る

の

だ

か

ら
、

北

に
も

渡

殿

が

あ

り
、

⑳

の
東

の

渡

殿

と

対

照

的

に
考

え

る

な

ら

、

そ

の
渡

殿

は
母

屋

と

北

廟

を

も

っ
て

い

た
。

南

の
渡

殿

は
透

渡

殿

で
帝

廟

の

線

上

に

あ

っ

た
と

考

え

ら

れ
る
。

南

の

渡

殿

と

北

の
渡

殿

の
間

に

一
間

の
隔

て

で

は
狭

す

ぎ
る

か

ら

二

間

の
隔

て
を

置

く

な

ら

、

北

廓

の
線

上

に
渡

殿

の

母

屋

が

あ

り

、

そ

の
北

に

渡

殿

の
北

廟

が

あ

っ
た

の

で

あ

ろ
う

。

　

囲

は

「
御

体
御

卜

」
の
記

事

で

あ

る
。

⑳

の
南

廊

は
、

⑳

の

「
南

殿

西

北

廊

〔
即

中

殿

南

廊

也

〕
と

同

じ

で
あ

ろ
う

。

⑳

の
記

事

は
、

「
西

宮

記

」
や

「
江
家

次

第

」
の

「
御

体
御

卜

」
の
記

事

に

み

え

る

本

来

の
内

裏

に

お
け

る

式

次

第

に

よ

っ

た
記
事
の
よ
う
で
舞

「江
家
次
第
」
の
関
係
部
分
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

　
㈱
上
卿
参
議
着
陣
、
外
記
脆
小
庭
神
祇
官
御
体
御
卜
候
、
上
卿
仰
云
、
奏
乗
合

　
　
進
与
・
外
乱
称
唯
退
出
・
『

卿
度
外
興

〔
以
次
上
卿
之
儀
也

〕
召
官
人
令

　

レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
一　
　
　
　
二
　
　
　
　

一　
　
　
　
　
　
　

二
　
　
　
一

　

撤
慾
深

神
祇
副
一
人
〔
中
臣
漏

峯

於
文
弦
込
強
激
政
門
誰
糠
突
諌
之
、

　
　
上
卿
見
畢
環
乏
座
潮
神
祇
副
退
出
、
次
官
人
四
人
滉
案
立
替

廊
東
第
二
間
一

　
　

〔
東
西
妻
立
之
本
立
敷
政
門
外

〕
畢
退
出
、
上
卿
召
外
記
、

〔
先
例
問
内
侍

　
　
　
　
　
近
傷
不
必
野

・
付
匹
侍
毒

久
不
見
之
爵

琉
神
祇
官
召
き

近

　

　
候

不
、

　

　

　

一　
　
　
　
　

ニ
　
　
　
ワ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　

　
例

或

不

召

神

祇

官

、

外

記

置
函

立

、

非

也

　

　

　

　

レ
　
ニ
　
　
　
　
鱒

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

レ

　

「
江
家
次

第
」
の
記

事

と

対

照

し

て

み

る

と

、

一
条

院

で

の

「
御

体

御

卜

」
の
⑳

の
記

事

は
、

本

来

の
内

裏

で

の
儀

式

に

准

じ

た

記
事

と

考

え
ざ

る

を

え

な

い
。
　
一

条

院

の
陣

座

が

ど

こ

に
あ

っ
た

の

か

は

不

明

で

あ

る

が
、

紫

宸

殿

の
東

に

あ

る

軒
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廊

に
、

⑳

の
南

廊

、

⑳

に

よ

れ

ば
、

「
南

殿

西

北

廊

〔
即

中

殿

南

廊

也

〕
」

と

あ

る

南

殿

と

中

殿

を

結

ぶ
廊

に
擬

せ

ら

れ

て

い
る

ら

し

い
。

「
西

宮

記

」
に
も
「
江

家

次

第

」
と

同

じ

よ
う

に
、

案

を

置

く

場
所

を

軒

廊

第

二

間

と

い
う

の

に
、

⑳

が

「
准

内

裏

列
立

第

三

間

欺

」
と

い
う

の
は

、

⑳

の
第

三

間

に
誤

り

が

あ

る

の

か

明

ら

か

で

な

い
。

⑳

の

「
布

(
敷

)
政

門
代

」
、

「
小

庭

」
が

ど

こ

に
擬

せ
ら

れ

た

の

か

も

不

明

で

あ
る

が

、

⑳
⑳

に

よ

れ
ば

、

南

殿

と
中

殿

を

結

ぶ
廊

が

あ

り
、

⑳

に

よ

れ

ば
、

そ

の
廊

は
少

く

と

も

三

間

あ

っ
た

こ
と

が

わ

か

る

。

　

⑳
午

一
刻

良

儀

出

御
南

殿

、

左

大

臣
、

右

大

臣

、

内

大
臣

、

(
中

略

)
参

議

藤

　

　

原

朝

臣

〔
実

成

〕
出

自

左

近

陣
南

、

列
立

之

後
、

囲

(
聞

)
司

就

版
位

退

出

、

　

　

左

近

将

監

茨

田

重

方

、

右

近

将

監
凡

河
内

有

宗

率

近

衛

等

鼻

太

刀

契
等

、

内

　

　

大

臣

〔
左

近

大

将

〕
度

階
前

、

〔
依

無

便
宜

、

不

度

階

下

白

蘭

内

庭

〕
、

立

　
　
東
頭
、
右
近
大
将
藤
原
朝
臣
立
面
頭
、

(
御
産
部
類
記
-

寛
弘
五
、
十
、

　
　
十
六

)

　

㈲
定
間
従
御
殿
上
、
地
降
在
庭
前
、
従
南
殿
北
階
上
行
西
方
、
是
内
侍
所
方
策

　

　

驚

恐

無

極

、

定

了
、
　
一
～
立

座
、

(

m
l

寛
弘

三

、

七
、

三

)

　

⑳
酉
剋
許
出
御
南
殿
、

(
中
略

)
群
臣

入
自
西
中
門
儀
式
如
例
、
但
参
上
自
西

　

　

階

、

(

s
i

長

保

元
、

十

「
、

廿

五

)

　

㎝
午
剋
御
南
殿
、

(
中
略

)
内
侍
喚
人
、　
〔
出
自
母
屋
簾
北
妻
、
至
西
南
階
上

　
　
召
立
如
例

〕
内
大
臣

〔
兼
左
大
将

〕
、
先
起
、
自
陣
座
参
上
、
自
画
階
着
座
、

　

　

(

g
一

長

保

二
、

七

、

廿

七

)

　
⑳
早
朝
参
内
、
荷
前
也
、
出
御
之
道
、

経
南
殿
西
階
南
軒
廊
、
西
対
東
南
等
庇
、

　

　

御

坐

西
廊

軽

握
御

座

、

(

g
I

長

保

元
、

十

二
、

十

七

)

　

当

然

の

こ
と

な

が
ら

⑳

に

よ

り
南

階

の

存

在

が

認

め

ら

れ
る
。

ま

た
、

㈱

に

よ

り

北

階

の
存

在

も

し
ら

れ

れ
る

。

㈱

⑳

に

よ

り

、

西

階

の
存

在

が
考

え

ら

れ
、

そ

の
位

置

は
、

南

の
渡

殿

よ

り

も

南

で
、

渡

殿

に
接

し

て

い

た
と

考

え
ら

れ
る
。

も

し

、
南

の
渡

殿

と

北

の
渡

殿

と

の
間

に
西

塔

が

あ

っ
た

と

す

れ
ば

、

伽

の

よ

う

に

外

か

ら

来

た
者

が
南

殿

に
昇

る

た

め

に

は

、

南

の
渡

殿

を

く

ぐ

る
と

い
う

よ

う

な

無

理

を

せ

ね
ば

な

ら

な

い
か

ら

で

あ
る
。

⑳

の

「
西
南

鱈

」
は
、

南

階

が
南

の
中

央

に
あ

り

、

「
西
南

階

」
は
南

の
西

側

に

階

が

あ

っ
た
如

く

で
あ

る

が
、

紫

宸

殿

も
南

に

は
南

階

し

か

な

い
か

ら

、

「
西
南
階

」
は
、

南

殿

の
西

に

あ

り

、

南

側

に

あ
る

階

、

す

な

わ

ち

西

階

の

こ
と

と

考

え

ら

れ
る

。

　

姻

は
、

中

殿

か
ら

西

対

の
西

廊

の
御

座

に
天

皇

が
行

く

特
の

経

路

を

示

し

た

も

の
だ

が
、

中

殿

か

ら

西

対

の
東

廓

と

南

廟

を

通
る

以

上

、

中

殿

の
南

廊

か

ら

南

殿

の
西

又
廂

に

渡

り
、

南

の
渡

殿

か

ら

西

対

へ
渡

っ
た

も

の

と

し
か

考

え

ら

れ
な

い
.

従

っ
て
、

「
南

軒

廊

」
は
内

裏

に
准

じ

て
西

対

へ

の
南

の

渡

殿

を

い

う

も

の

で

あ

ろ
う

。

そ

う

す

る

と

、

南

殿

の
西

階

か

ら

、

南

の
軒

廊

を

通

る

こ
と

は

無

理

で

あ

り
、

「
階

」
は
衍

字

で

は
な

い
か

と

思

わ

れ
る

。

す

な

わ

ち

、

南

殿

の

西

に

あ
る

南

の

軒
廊

を

通

っ
た
と

い
う

よ
う

に

解

さ
ざ

る
を

え

な

い
。

あ
る

い

は

、

本

来

の

内

裏

で

は

、

階

を

降

り

て
軒

廊

を

通

る

こ
と

に

な

る

か

ら

、

南

の

渡

殿

を

渡

る

こ

と

を

、

西

階

と
南

軒

廊

を

通

っ
た
如

く

書

い

た

の

か

も

し

れ

な

い
。

　

と

も

あ

れ
、

南

殿

に

西
階

が

あ

る

以

上

、

東

階

も

あ

っ
た

こ
と

を

想

定

す

る

の

が

自

然

で
あ

ろ
う

。

二
、

中

殿

　

⑳
参

内

、

明

日

可

遷

北

畑
之

事

延

引

来

八

日
、

(

g
-

長

保

元
、

七

、
　
一

)

　
G①
罷
出
詣
左
府
、
命
云
、
今
日
於
陣
、
定
申
明
後
日
可
渡
御
北
対
以
前
御
読
経

　

　

借

名

等

了

〔
廿

日

〕

(

g
一

長

保

元
、

七
、

六

)

　

㎝

為

御

方

違

可

御

東

対
、

(
中

略

)
此

夜

移

東

対
、

御

運

方

也

、
　
(

g
l

長

　
　
保
元
、
七
、
七

)

　
舩
御
帳
御
厨
子
等
事
泰
通
、
御
装
束
舗
設
御
座
等
事
兼
宣
、
御
簾
事
広
業
、
御
障

　
　
子
等
事
実
房
、
御
読
経
事
則
隆
、
御
装
束
所
衆
等
奉
仕
、

(
中
略

)
申
二
剋

　
　
渡
御
、
自
去
タ
御
東
対
、
道
経
南
殿
乾
角
戸

(
中
略

)
宿
侍
、
名
対
面
、
焼

　

　

亡

以

後

今

日

初

有

此

事
也

、

(

g
-

長

保

元
、

七

、

八

)

　

長

保

元
年

六

月

十

四

日
、

内

裏

が

焼

亡

し
、

天

皇

は
十

六

日

に

一
条

院

に

移

り
、

⑳

～

舩

に
み

ら

れ

る

よ
う

に

、

七

月

八

日

に

北

畑

に
移

り
、

こ

こ
が

清

涼

殿

に
准

じ

て

常

の
御

殿
と

な

り
、

前

述

の

よ

う

に
中

殿

と

呼

ば

れ

る

こ
と

に

な

っ
た
。

　

⑬
酉

剋

有

御

械

、

先

令
侍

臣
昇

立

案

二
脚

於

殿

画

策

一
間

、

潰

神

宝

御

幣

等

同

　

　

第

四

間

、

鋪

御

座

、

垂

御

簾

如

例

、

御

禊

了

後

入
御

、

侍

臣

巻

御

簾

、

上

召

　

　

人

、

予

参

入
、

仰

云
、

召
宣

孝
、

々

々
応
召

参

候

、

暫

之

上

亦

召

人

、

予

取
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禄
、

〔
御
下
製
表
御
袴
等
也

〕
出
自
母

屋
西
第

一
間
給
之
、
宣
孝
下
自
長
橋
面

　

　

更

到

庭

中

、

拝

舞

退
出

、

(

g
一

長

保

元
、

十

一
、

廿

七

)

　
宇
佐
使
出
発
の
日
の
記
事
で
あ
る
。

「
江
家
次
第

」
の
「
宇
佐
使
事

」
に
は
、

6む
次
商
調
襖
蛮

　

　

垂

廟

御

簾

如

前

、

返

孫

廂

灯

棲

綱

、

掃

部

寮

同

南

第

四

間

敷

小

鑓

二

枚

、

其

　

　

二

　

　

　

　

　

「
レ
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　

一

　
　
上
里
高
麗
半
帖
一
薬

南
面
〕
藷

擁

同
第
一
間
激
郊
莚
二
枚
菌
葉

下

　
　
墨

東
庭
著

座
二
鷹

著

主
薬

露

)
御
禊
了
宮
主
退
出

次
搬
碑

　

　

贖

物

「

次

御

拝

両
段

、

〔
各

再
拝

〕
詑

入
御

、

と

あ

り
、

清

涼

殿

は
南

北

の

棟

な

の
で
、

東

廟

の

南

向

間

と

書

か

れ
、

一
条

院

の

中

殿

は
、

東

西

の
棟

な

の

で
、

南

廟

の

西

何
間

と

書

か

れ

て

い
る

が
、

神

宝

御

幣

の
置

か

れ

る

位

置

と
御

座

の
位

置

は
、

㈱

と

信の

は

同

じ

で

あ

る
。

神

宝

御

幣

の
置

か

れ

る
南

第

一
間

は
、

「
西

宮

記

」
の

「
宇

佐

使

事

」
に

は
、

「
次

御

覧

神

宝

、

敷

広

莚

二
枚

於

石

灰

壇

、

真

北

敷

円
座

.一
枚

為

御

座

」
と

あ

り
、

石

灰

壇

に
当

る
。

㈱
と

馴

の

記
事

と

対

照

す

る

と

、

宇

佐

使

の
儀

に

お

い

て

は
、

清

涼

殿

と

中

殿

は

同

じ
間

取

り

の

使

い
方

が

さ

れ

て

い
た

こ
と

に

な

る
。

と

こ

ろ

が

、

清

涼

殿

は

九

間

四

面

で
東

孫

廂

が

あ

り

、

一
条

院

は
、

後

述

の

よ
う

に
西

又
廂

が

あ

る

か

ら

、

清

涼

殿

よ

り
大

き

か

っ

た
と

は
考

え
ら

れ

な

い
し
、

南

殿

が
母

屋

七

間

で

あ

る

か

ら

、

中

殿

も
母

屋

七

間
だ

っ
た
と

考
え

ら

れ
る

。

　

㈲

天

皇
還

御

本

殿
、

先

走

右

大

臣

命

云

、

今

日

依

当

衰

日

、

不

可
候

除

目
之

由

、

　

　
可
申
左
大
臣
者
、
即
申
案

内
了

、
干

時

左

大

臣

令

権

中

将

〔
成

信

〕
密

告

猿

人

納

　

　
言
、

参

中

宮

、

若

依

不

可

堪

除

目

鰍

、

有

召

参

御

前

、

仰

云

、

可
有

除

目
、

　

　

召

右

大

将

藤

原

朝

臣

、

予

奉

勅
、

召

蔵

人

所

菅

円

座

一
枚

、

鋪
南

又

庇

、

　

　

〔
但

不

霊

御

簾

〕

(

g
一

長

保

二
、

二
、

廿

五

)

㈲

に
よ

り

、

南

又
廂

が

あ

っ
た

こ
と

が

わ

か

る
。

　
㈱
御

前

御

装

束

、

東

方

御

障

子

一
間

遺

東

、

昼

御

(
座

鰍

)
東

間

立

大

床

子

一

　

隻

、
、
又
立

置

物

机

・一
隻

、

置
御

硯

筥

、

従

西

階

間

西

又
廂

鋪

畳

、

親

王

公

卿

　

座

、

庭

中

当

御

座

立

文

台

、

南

殿
北

瑚

従

文

ム
μ
西

澗

、

鋪

二

行

、

鋪

文

人
座

、

　

従

滝

口
前

立

大

鼓

一
面

〔
左

衛

門

府

無

(
無

力

)
台

〕
滝

口

廊

内

召

人

・
楽

　

人
座

(

m
I

寛

弘
四

、

四

、

廿

五

)

　

㈱

に

よ
り

西

又
廂

が

あ

っ
た

こ
と

、

清

涼

殿

の
南

階

に
准

ず

べ

き

西

階

が

あ

っ

た

こ
と

が

わ

か

り
、

従

っ
て
東

階

の
存

在

も

推

定

で

き

る
。

⑳

に

よ

り

中

殿

の
南

庭

の
東

側

に

滝

口

の
候

所

が

あ
り

、

そ

れ

は

㈱

に

よ

り
滝

口

廊

と

呼

ば

れ

る

も
の

で

、

そ

の
規

模

を
推

定

す

る

資
料

に

な

る
。

　

βの
次

亦

参

内
、
.
(
中

略

)
此

間

左

大

臣

以

下

被

参

殿
上

、

被

奏

小

朝

拝

事

、

仰

　

　

云

、

節

会

已
停

、

何

有

拝

賀

哉

、

傍
大

臣

以

下

且

着

殿
上

、

予

勧

盃

於

大

臣

、

　

　

蓋

有

命

也

、

暫

之

三

公

被

参

大

盤

所
、

(

g
一

長

保

二
、

正

、　

一

)

　

㈱

広

業

画

鬼

間

薄

竜

王

形
、
　
(

g
一

長

保

元

、

七

、

八

)

　
中
殿
は
清
涼
殿
に
准
じ
た
使
用
が
な
さ
れ
だ
と
す
る
と
、
8η
の
台
盤
所
や
㈱
の

鬼
問
は
、
中
殿
の
北
廟

に
設
け
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
、
北
廟
の
存
在
を
推
定
し
う

る
。

　
中
殿
に
は
西
又
廂
が
認
め
ら
れ
る
が
、
東
又
廂
は
南
殿
同
様
、
資
料
の
上

で
は

認
め
ら
れ

な

い
。
　
一
条

院
想
定

図

で
は
、

西
又
廂
と
対
照
的
に
東
又
廂
を
入

れ
た
。

　
東
北
対
と
の
間
に
渡
殿
ま
た
は
廊
が
あ

っ
た
と

思
わ

れ
る
が
、

資
料
の
上

で

は
確
か
め
ら
れ
な
い
。

⇔

東
対

　

69
五
節
舞
姫
寺
参
帳
台
試
也
、
東
台
南
母
屋
二
間
井
東
西
庇
等
蔀
隔
為
右
大
将
五

　
　
節
所
、
同
対
艮
為
太
皇
太
后
大
夫
五
節
所
、
母
間

(
屋
力

)
二
間
為
舞
殿
、

　
　
塗
籠
為
師
曹
司
、
西
対
塗
籠
為
済
家
朝
臣
五
節
所
、
北

〔
塗
籠
北
也

〕
為
生

　

　

昌

朝

臣

五
節

所
、

行

事

式

部

丞

泰

通
、
　
(

g

一

長

保

元
、

十

一
、

廿

二

)

　

闘

に

よ

れ

ば
、

母

屋

は
、

右

大

将

の

五
節

所

と

な

っ
た
南

母

屋

二

間

と

舞

殿

と

な

っ
た

二
間

と

、

塗

籠

と

か

ら

な

っ
て

い
る
。

太

皇

太

后
宮

大

夫

の

五

節

所

の

艮

は
、

母

屋

の

艮

で

あ

ろ

う

か

ら

、

塗

籠

は
南

北

二
間

、

東

西

一
間

で
、

舞

殿

は

南

北

一
間

、

東

西

二
間

で

は
な

か

っ
た
か

と

思

わ

れ

る
。

そ

う

す

れ
ば

、

母

屋

は
南

北

棟

で

五
間

で
あ

っ
た

こ
と

に
な

る

。

母

屋

五
間

の
東

村

は
、

東

三

条

院

や

土

御

門

殿

と

同

じ

で

あ

る
。

　

㈹

事

了

出

御

弓
庭

殿
、

〔
東

対
南

面

唐

庇

東

築

一
間

前

、

即

東

廊

北

第

一
間

也

、

　

　

公

卿

座

同
廊

東

庇

壁

下

北

上

西

面

、

出

居
座

回

廊

内
東

上

北

面

、

当

最

末

参

一18一
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講
座
西
、
所
掌
座
当
出
居
次
着
座
末
「
少
進
北

〕
所
司
挙
燭
、
右
近
中
将
頼

　
　

定
朝
臣
召
兼
時

〔
依
堀
川
院
例
、
召
左
近
将
監
也

〕
仰
懸
的
、

〔可
有
御
字
〕

　

　

(

g

i

長

保

元
、

十

、

廿

一
)

　

働

は

て

に

、

藤

宰

相

の
、

思

ひ

な

し

に

い
ま

め

か

し

く

心

こ
と

な

り
。

か

し
づ

　

　

き
十

人

あ

り

。

又
廂

の
御

簾

お
ろ

し

て
、

こ
ぼ

れ

い

で

た

る

衣

の

褄
ど

も

、

　

　

し

た

り

が

ほ

に
思

へ
る

さ
ま

ど

も

よ
り

は
見

ど

こ
ろ

ま

さ
り

て
、

火

影

に
見

　

　

え

わ

た

さ

る
。

(
紫

式

部

日

記

-

寛

弘

五
、

十

一
、

廿

)

　

ω

は

五
節

参

入

の

日

の
記

廓

で

あ
り

、

策

北

畑

か

ら

観

察

し

た

も
め

で

あ

る
。

ω

の
又

廂

は
、

後

述

の
東

北

対

と

の
関

係

か

ら

も

東

又
廂

で

あ

っ
た
と

考

え

ら

れ

る
。

東

又

相

の

線
上

に

㈹

に

い
う

東

廊

が

あ

り

、
こ
の
東
廊

に
は
、

㈹

に

よ

れ

ば
東

廟

が

あ

っ
た
。

⑳

は

弓

場

始

の
記

項

で

あ
り

、

東

対

の
南

の

庭

に

弓
場

が
設

け
ら

れ

て

い
た

よ

う

で

あ

る
。

　

萩

谷

氏

は

「
紫

式

部

日

記

全

注

釈
下

巻

」

(
三

一
～

三

四

頁

)
に
、

「
条

院

の

結

構

に
関

す

る

資

料

を

挙

げ

ら

れ
、

東

対

に
関

し
、

東

孫
廂

、

南

放

出

、

南

廊

を

挙

げ

て

い
ら

れ

る

が
、

根

拠

と

さ

れ

た

資

料

の
中

に

は
見

つ
か

ら

な

い
。

資

料

と

し

て

挙

げ

ら

れ

た

「
権

記

」
の
長

保

二
年

二

月

廿

五
日

の
記

事

の
中

に
、

こ

れ
ら

は
見

え

る

が

、

そ

れ

は
土

御

門

殿

の
東

村

に
関

す

る

も

の

で

あ

る
。
　
一
条

院

の
東

対

の

も

の

と

思

い
誤

ら

れ

た

も

の
で

あ

ろ
う

か
。

　

㈹

の

記

事

以

外

に

も
東

畑

の

南

唐

廟

の

資

料

は

あ
る

が
、

南

廟

に

つ

い
て

の
資

料

は

な

い
。

南

廟

が
唐

傭

だ

っ
た

の
で

あ

ろ
う

。

あ

る

い
は

、

土

御

門

殿

の
東

対

の
南

孫

廂

が

唐

廟

だ

っ
た

の
と

同

様

だ

っ
た

か

も

し

れ

な

い
。

一
条

院

想

定

図

で

は
、
南

願

を

唐

廟

と

し

た

。

四

四

対

　

39

に

よ

り

西

対

に
も

塗

籠

が

あ

り
、

そ

の
位

置

は
母

屋

の
北

に
、

第

四

二
間

、

南

北

一
間

で

あ

っ
た

か

と

思

わ

れ

る
。

母

屋

の
大

き

さ

は
、

東

対

と

同

様

南

北

棟

で

五
間

で

あ

っ
た

ろ

う
。

　

叫
西

対
唐

廟

公

卿
座

〔
右

杖

座

也

〕

(

g
l

長

保

二
、

七

、

廿

七

)

　
㈱
西
畑
北
庇
可
為
女
御
達
御
曹
司
之
箏
奉
仰
肇
、　
(
g
I

長
保
元
、
七
、
七
)

　

ω
仰

云
、

女

御

二

人

暫

司

、

以

西

対

北

面

庇

町

給

之

、

(

g
I

長

保

元
、

七
、

　

　

廿

一

)

　

囲

に

よ
り

、

西

対

に
東

踊

、

南

廟

の

あ

っ
た

こ
と

、

吻

に

よ

り
南

廟

が

唐

廟

だ

っ

た
と

考

え

ら

れ

る

こ
と

、

⑬

㈹

に

よ

り
北

廟

の

存

在

、

㈱

に

よ

り

西
廊

の
存

在

が

認

め

ら

れ

る
。

西
廊

が
存

在

す

る

以

上

、

西
廂

、

さ

ら

に

は
、

東

鶉

と

同
様

に

西

又

廂

の
存

在

を

想

定

し

て
よ

い

の

で

は

な

か

ろ

う

か
。

　

長

保

元
年

六

月

十

四

日

に

内

裏

が

焼

亡

し

た
時

は
、

中

宮

定

子

は

懐

妊

中

で

あ

り
、

職

御

曹

司

に

い
た

が
、

一
条
院

に
は
移
ら
ず
、

八

月

八

日
、

但

馬

守

平

生

昌

宅

に
移

っ
た

(
日
本

紀

略

)
。

⑬

ω

に

い
う

女

御

二

人

と

は
、

右

大

臣

頭
光

の

女

元

子

と

、

内

大

臣

公

季

の

女

義

子

で

、

こ
の

二
人

の
曹

司

と

し

て

は
、

西

郊

の

北

廉

は
狭

す

ぎ

る

が
、

一
条

院

へ
移

っ
て
早

々
の

こ
と

で

や

む

を

え
な

か

っ
た

の

で

あ

ろ

う
。

㈲

東

北

対

　

㈲

仰

云
、

以
従

三

位

藤

原

彰

子

為

女

御

、

即

詣

御

曹

司

〔
東

北

対

〕
申

大

臣

、

　

　

(

g
I

長

保

元

、
十

一
、

七

)

　

姻
供
奉
参
議
以
上
座
在
后
御
在
所
東
北
対
東
庇
、

〔
太
夫
時
中
、
中
納
言
時
光
、

　
　

参
議
公
任
、
忠
輔
、
後
賢
、
済
信
等
也

〕
侍
従
座
在
東
長
片
庇

〔
已
上
有
縁

〕

　
　

諸
衛
佐
殿
上
人
等
東
対
束
庇

〔
衛
府
佐
供
奉
者
有
様

〕
(
g
l
長
保
二
、
四
、

　
　

七

)

　

⑳

殿
帝

廟
上

達

(
部

脱

)
座

、

三

献

後

絵

禄

(

m
-

寛

弘

五
、

十

一
、

十

七

)

　

道

長

の

女

影
子

が

入

内

し

て
住

む

こ
と

に
な

っ
た

の

は
、

㈹

㈱

の
示

す

よ

う

に

東

北

対

で

あ

っ
た
。

「
紫

式

部

日

記

」
に
寛

弘

五

年

十

一
月

十

七

日
、

お

産

が
す

ん

で
彰

子

が
内

裏

に
遷

っ
た

記

事

が

あ

る

が

、

そ

れ

は

こ

こ
東

北

対

で

あ

る

。

東

北

対

に

は

㈱

に

よ

り
東

廟

、

東

長

片

廟

が
、

㈲

に

よ

り
南

廟

の
存

在

が

認

め

ら

れ

る
。

「
紫

式

部

日
記

」
の

寛

弘

五

年

十

一
月

十

七

日

の

記

事

の
中

に

み
ら

れ

る

紫

式
部

や
小

少

将

の
君

の

局

の
あ

っ
た
細

殿

は

、

㈱

の
東

長

片

廂

で

あ

っ
た

と

思

わ

れ

る
。

　

母

屋

の
大

き
さ

を

示

す

資
料

は

な

い
が

、

東

対

と

同

様

、

南

北

棟

で

五
間

は

あ

っ
た

で

あ

ろ
う
。

　

㈹

参

内
、

若
宮
御

百

日

、

上

御

中

宮
御

方
、

余

為

若

宮

陪

膳

、

〔
右

衛

門

督

被

一19一
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奉
仕
、
殿
上
人
四
人
益
之

〕
左
宰
相
中
将
為
中
宮
陪
膳
、

〔
権
大
大
破
奉
仕

〕

　

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

　

　
上

達

部

在

京

孫

庇

、

殿
上

人

在

又

庇

、

各

有

饗

、

先

走

献

物

百

捧
、

柳

櫃

百

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

　

　

合

、

置

列
南

広

庇

、

殿

上

五

位

六
位

取

之

、

運

御

在

所

〔
御

殿

也

〕
暫

上

出

　

　

御

、

上

達
部

候

広

庇

、

董

突

重

、

次

供

御

膳

,

右

衛

門

督

陪

膳

、

大

殿

破

調

　

　

也

、

(

g
l

寛

弘

五
、

十

二
、

廿

)

　

㈹

今

日

若

宮
蒼

白

.

諸
・卿
参

入
、

宮

御

方

銀

籠

百

.

折

櫃

百

合

、

其

外

大

折

櫃

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む

　

　

十

合
、

皆

羅

列

后
御

前
、

(
中

略

)
酉

剋

許

聖
上

渡

御

后

宮

、

其

後
籠

物

.

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む

　

　

折

籠

等

以

侍

従

献

御

所

、
.
此

間

公

卿

・
侍

従

着

饗
饒

座

、

盃

酌

頻

巡

、

既

及

　

　

酩

酊

成

剋

供

若

宮

齪

、

〔
御

台

用

銀

器
、

中

宮

大

夫

斉

信

卿

奉

仕

〕
次

共

后

　

　

膳

、

〔
蘇

芳

懸

盤

銀

器
、

中

宮

権
大

夫

俊

賢

奉

仕

〕
夜

漏

潮

間

、

巻
玉

簾
、

　

　
ロ

　

　

震

(
良

)
儀

出

御

〔
平

座

〕
、

召

上

達

郎
、

次

第

参

人
、

下

萬

依

無

座

席

不

、

　

　

候

御

前

、

次

給

衝

重

、
　

一
両

巡

後
供

御
膳

(

s
-

寛

弘

五

、

十

二
、

廿

)

　

　

　

　

　

　

　

み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　

6ω

若

宮

御

百

日
、

御

前

物

右

衛

門
督

、

中

宮

御

前

物

権

大

夫

、

籠

物

可

然

上

達

　

　

部

十

人

、

各

十
捧

、

以

金

銀

珍

宝

為

物

形

、

折

櫃

百

合

、

宮

家

司

、

侍

別

当

　

　

等

申

又

百

合
、

其

折

櫃

又

微

妙

、

事

非

可

書

尽

、

御

在

所

居

南

庇

井

惜

(
借

)

　

　

　

　

　

　

　

　

む

　

　

板

敷

(
敷

)
等

、

東

面

上

達

部

.
殿

上

人

設

饗

、
御

渡

御

成

時

、

供

御

前

物

、

　

　

余

調

餅

端
、

奉

抱

宮

候

、

上

含

之

給

、

(
裏

書

)
　

　

廿

日
、

御

階

膳

橘

三

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヨ

　

　

位

〔
徳

子

〕
其

後
南

廟
上

御

簾

、

召

上

達

部

、

此

以

前

籠

物

・
折

櫃

等

、

遷

　
　
昼
御
座
、
上
卿
給
衝
重
、

一
両
巡
後
供
御
前
物
、
余
之
奉
仕
也

(
㎞
1

寛

　

　

弘

五
、

十

二

、
廿

)

⑱

㈹

6ω

は
、

寛

弘

五

年

十

二
月

廿

日
、

敦

成

親

王

の

百

日

の
祝

の
記

事

で
あ

る

が

、

少

し
食

い

ち

が

う

と

こ
ろ

が
あ

る

の

で
、

互

に

対

応

す

る

も

の

に

符

号

を

つ
け

て

み

た
。

　

A
、

お
祝

の

献

上

品

を

並

べ

た
位

置

に

つ

い
て

　

「
権

記

」
は
、

南

広

廂

と

し

、

「
小

右

記

」
は

后

の
御

前

、

「
関

白

記

」
は
、

南

廟

と

借

板

敷

と

い
う
。

「
関

白

記

」
の

借

板

敷

が

「
権

記

」
の

南

広

廂

に
相

当

す

る

が
、

「
関
白

記

」
が
借

板

敷

と

い

っ
て
南

広

廂

と

い
わ

な

か

っ

た

の

は
、

純

粋

に
南

広

廂

と

い
え

な

か

っ
た
か

ら

で

あ

ろ

う
。

　

C
、

参

列
者

の
饗

を

受

け

た
場

所

　

「
権

記

」
は

、

上

達

部

は
東

孫

廂

、

殿

上

人

は
又

庇

。

「
小

右

記

」
は

示

さ

な

い
。

「
関

白

記

」
は
、

上

達
部

も

殿

上

人

も
東

面

。

「
権

記

」
の

又
庇

と

は
ど

こ

な

の

で

あ

ろ
う

か
。

「
関

白

記

」
に

よ

れ

ば

、

東

廟

と

東

孫

廂

(
東

片

痛

)
と

渉

考

え

ら

れ

る

の

で
、

「
権

記

」
に

い
う

「
又

庇

」
は
、

東

孫

廂

で
、

姻

を

参

考

に

す

る

と

、

上

淫
部

の

い
た

東

孫

願

が
、

東

廟

の
誤

り

な

の

で

は
な

か

ろ
う

か

と

思

わ

れ

る
。

　

D
、

上

達

部

が

召

さ

れ

た

場

所

　

「
権

記

」
は
広

庇

。

「
小

右

記

」
は
示

さ

な

い
。

「
関

白

記

」
も

具

体

的

に

は

示

さ

な

い
が

、

南

礪

の
御

簾

を

あ

げ

、

天

皇

が

出

御

し

た

の

は
、

南

廟

で

あ

る

か

　
.

ら

、

上

達

部

が
召

さ

れ

た

の

は
、
南

礪

の
南

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

「
権

記

」

は
広

廂

と

い
う

が

、

A

に
み

た

よ

う

に
、

東

北

対

で

は
、

広

廂

と

は

い

え

な

い
も

の

で

、

広

廂

に
近

い
広

さ

の
箕

の
子

だ

っ
た

の
で

は

な

か

ろ

う

か

。

丙

東

北

門

　

励
中

宮

御

出

従

一
条

院

東

北

門
、

(

m
l

寛

弘

五
、

四
、

十

三

)

　

中

宮

彰

子

の

一
条

院

を

出

入
り

す

る
時

は
、

励

の

よ

う

に
、

東

北

門

で

あ

っ
た
。

「
紫
式

部

日
記

」
の

寛

弘

五

年

十

一
月

十

七

日

、

中

宮

の

内

裏

還
啓

も

こ
の

東

北

門

か

ら

で
、

女

房

達

は
、

東

北

門

か
ら

東

北

対

ま

で
歩

い

た
わ

け

で

あ

る
。

ま

た
、

同

年

十

一
月

廿

日

の

五

節

参

入

も

こ

の

門

か

ら

で
、

東

北

対

で
見

物

さ

れ

た

わ

け

で

あ

る

。

㈹

北

二

対

　

働

一
条

の
院

を

ば

今

内

裏

と

そ

い

ふ
。

お

は
し

ま

す

殿

は
清

涼

殿

に

て
、

そ

の

　

　

北

な

る

に

お

は

し

ま

す

。

西

東

は

渡

殿

に

て
渡

ら

せ

た

ま

ひ
、

ま

う

の

ぼ
ら

　

　
せ

た
ま

ふ

道

に
て
、

前

は
壷

な

れ

ば

、

前

栽

植

ゑ
、

ま

せ

ゆ

ひ

て
、

い
と

を

　
　
か
し
。

(
枕
草
子
-

一
条
の
院
を
ば

)

　
㈱
男

「
宮
百
日
、
主
上
渡
御
北
殿

〔
中
宮
御
上
壷
寝

〕
(
g
-

長
保
二
、

二
、

　
　
十
八

)

　

翻
有
女
二
宮
御
対
面
事
、
北
二
対
東
面
上
達
部

.
殿
上
人
設
館
、

(
m
l

寛

　

　

弘

三

、

四
、

廿

三

)
　

.

　

北

二

対

は
、

北

対

す

な

わ

ち
中

殿

の
北

に

あ

り
、

62

に

い
う

よ

う

に
、

中

殿

と

一20一
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の
問

に
東

西

の

渡

殿

が

あ

る

の
だ

か

ら
、

東

西

の
棟

で

あ

っ
た
と

思

わ

れ

る

。

働

に

い
う

よ
う

に

、

皇

后

定

子

の
御

殿

で

あ

っ
た
が

、

働

の

よ

う

に
定

子

の
死

後

も
、

定

子

所

生

の

皇

女

と

天

皇

と

の

対

面

に

こ

こ

が
用

い
ら

れ

た

の

は
、

定

子

の

御

殿

だ

っ
た

か

ら

で

あ

ろ

う

。

　

北

二
対

の

規

模

を

想

定

す

る

資

料

が

な

い

が

、
　

一
条

院

想

定

図

で

は

、

彰

子

の
御

殿

で

あ

っ
た
東

北

対

と

同

じ
く

母

屋

五
間

で
、

四

面

に
廟

を

も

っ
て

い

た

も

の
と

の

想
定

を

し
'て

み
た
。

働

の
よ

う

に
、

中

殿

と

の
間

に

二

つ
の
渡

殿

を

も

っ
て

い

た

こ
と

か

ら

す

る

と

、
「母

屋

七

間

も

あ

っ
た

か

も

し

れ
な

い
。

　
注

　

」
　

「
里
内

裏
と

し
て
の

一
条

院

(序
論
)
一

一
条
殿

か
ら

一
条
院

へ
l
l
」
　
(
「
掴
文

　
　
学
院
研
究
」
昭

46

・
1
)

　

2
。　
割
注

に
二
行

に
書
か
れ
た
も

の
は

〔
　

〕
に
入
れ
た
。
以
下

同
じ
。

　

3
,　

「
紫
式
部
日
記
全
注
釈
下

巻
」
三
〇
～
三
四
頁

　

4
　

太

田
静
六
氏

の

「
東
三
条
殿

の
研
究

(其
2
)
」
　

(建
築
学
会
論
文
集
第
26
号
)

　

a
　

拙
稿

「
土
御
門
殿
の
寝
殿
一

「
紫
式
部
日
記

」
覚
書
一
1
⊥
　

(女
子
大
国
文
化
第

　
　
七
十
七
号
)
参

照
。

　

ε
　

長
岡
京
市
立
第
十
小

学
校
建

設
予
定

地

に
発
掘
さ

れ
た
邸
宅
跡

で
は
、
廟

の
柱
が
三

　
　

・
九

メ
ー

ト
ル
と
報
告
さ
れ
、

母
屋

の
桁
行

の
柱
間
よ
り
広

い
の
は
紫
宸
殿

に
似

て
い

　
　
る
。

　

乳
　

「
北
山
抄
」

の

「
御

体
御
卜
」

の
注

記

に
よ
れ
ば
、　
「
元
慶
八
年
、
御
南
殿
奏
之
。

　
　
其
後
無
出

御
之

例
」

と
あ
る
。

一条大路

猪
隅
小
路

北　二　対

東
北
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策
問

廟

　 　 北　廟西[=壺コ鴛
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北　隔

渡　殿

北廟

塗
西

又

痛

西

廂

東

廟

東

孫
廂

西

廂

東

孫

願

西
　
孫

廟

西
　
　
庸

母

屋

東

願
渡　殿

母　屋

南　廟 渡 殿

籠　　東

母
　 廟
屋ス　　コ

南廟(唐 廟 南廟(唐 痛)

西̀

廊

一

東

廊

西　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 東
中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 中
門　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 門

西
門

図
.
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